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様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 東日本航空専門学校 
設置者名 学校法人 日本コンピュータ学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
 

航空機整備科       （https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/jitumu_2020_m.pdf） 

エアポートビジネス科      （https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/jitumu_2020_c.pdf） 

空港エンジニア科          （https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/jitumu_2020_e.pdf） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験の

ある教員等

による授業

科目の単位

数又は授業

時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配
置
困
難 

工業専門課程 

航空機整備科 

（二等航空運航

整備士コース） 

夜 ・

通信 
2,386 240 

 

航空機整備科 

（航空機整備訓

練コース） 

夜 ・

通信 
1,961 240 

 

工業専門課程 
エアポートビジ

ネス科 

夜 ・

通信 
960 160 

 

工業専門課程 
空港エンジニア

科 

夜 ・

通信 
1,325 160 

 

（備考） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東日本航空専門学校 

設置者名 学校法人 日本コンピュータ学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
・ホームページにて公表 

 https://www.jc-21.ac.jp/pdf/rijimeibo_2020.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤

の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
【前職】ＮＥＣ東芝情報渉外

担当システム㈱相談役 

令和元年 9月 28 日～ 

令和 3年 9月 27 日 
渉外担当 

非常勤 
【現職】㈱ＪＣ-21 教育セン

ター取締役 

令和元年 9月 28 日～ 

令和 3年 9月 27 日 
総務担当 

非常勤 
【前職】宮城県漁業協同組合

女川町支所長 

令和元年 9月 28 日～ 

令和 3年 9月 27 日 

コンプライア

ンス担当 

非常勤 
【現職】東北大学特定認定再

生医療等委員会委員 

令和元年 9月 28 日～ 

令和 3年 9月 27 日 
広報担当 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東日本航空専門学校 

設置者名 学校法人 日本コンピュータ学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

 教育課程編成委員会、企業との連携及び学生アンケート等の意見を踏まえ、学科教員

会議の中で企業ニーズを考慮しシラバスの作成を行っている。 

また、年末の教員会議の中で科目の授業時数の変更を検討し、年度末の評議員会、理事

会にかけ審議している。 

 

次年度のシラバスの公表は、年度初め始業日までに公表する。 

授業計画書の公表方法 

・ホームページにて公表 
航空機整備科      https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/syllabus_2020_m.pdf 

エアポートビジネス  https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/syllabus_2020_c.pdf 

空港エンジニア科     https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/syllabus_2020_e.pdf 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
年４回の定期試験（前期中間試験、前期期末試験、後期中間試験、後期期末試験）を実

施し、成績評価をしている。 

評価基準：講義科目は成績点の８０％及び平常点２０％との合計での総合評価。 

     実技科目は５段階評価（技量、課題制作品の評価、実習態度） 

     研修科目、卒業課題はレポート提出による５段階評価 

 

履修上の注意：授業時数の２/３以上の出席が必修。但し、航空機整備科の専門科目は、 

         全授業時数の出席が必修となる。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

【成績評価方法】 
        

科目の評価は、授業評価科目ごとに担当教員が成績点及び平常点の総合判定し、 

評価を行っている。 

  1.各科目の成績評価方法は、シラバスに記載している。 

  2.筆記試験及び実技試験ともに、１００点法で評価した評価点をもとに、５段階評価  

   （５～１）で行う。 

    各評価は、５（100～85）、４（84～70）、３（69～50）、２（49～40）、１（39～0） 

3. 評価２以上の科目を合格としている。 

    

  【学習成績及び成績分布の把握】 
   

  １.評価に基づき、全科目の評価結果を各学科、学年、コースごとに集計し一覧表を 

   作成している。各科目ごとの評価及び総合評価での順位を設け、学生が個人の学 

   習能力や学習意欲を把握し、学習指導に反映している。 
      

  2.成績分布は全科目の５段階評価したものを集計し、評価分布を作成する。 

成績分布は、全科目の平均点に基づいて、学科、学年及びコースごとに集計し把

握する。下位４分の１の範囲に該当する人数を算出する。 

   特に下位の学生に対しては、担任及び科目教員より指導を行っている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
・ホームページにて公表 

https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/gpa_2020.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

 教育理念及び目標に基づき業界に関する高度な知識技能を習得させ即戦力となる人

材、併せて豊かな人間性をもった職業人として、成長しているか評価を通じて行う。 

 

 認定基準を教務内規に定め運用している。「学生のしおり」を作成し、学生及び保護

者に配布している。また、当該しおりは本校独自の電子書庫にアップし、学生が 

 ⅰＰａｄで常時閲覧可能である。 

 

 卒業認定は卒業式の学年末に卒業認定会議で審議の上、学校長が認定する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
・ホームページにて公表 

https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/sotsugyo_2019.pdf 
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様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表(専門学校)】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 東日本航空専門学校 

設置者名 学校法人 日本コンピュータ学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
・ホームページにて公表 

 https://www.jc-21.ac.jp/pdf/taisyaku_2019.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
・ホームページにて公表 

https://www.jc-21.ac.jp/pdf/keisan_2019.pdf 

財産目録 
・ホームページにて公表 

 https://www.jc-21.ac.jp/pdf/zaisan_2019.pdf 

事業報告書 
・ホームページにて公表 

 https://www.jc-21.ac.jp/pdf/jigyou_2019.pdf 

監事による監査報告（書） 
・ホームページにて公表 

 https://www.jc-21.ac.jp/pdf/kansa_2019.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
航空機整備科 

1 年は共通 2-3 年は専門コース        

（二等航空運航整備士コース） 

〇 ― 

修業

年限 
昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼間 2950 単位時間／単位 

1464 単位

時間/単位 

単位時 

間/単位 

1486 単位 

時間/単位 

単位時 

間/単位 

単位時 

間/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 
う ち 留 学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

1 年次 66 人 

2・3 年次 60 人 

1 年生 18 人 

2・3 年生 21 人 

1 年生 1人 

2 年生 3人 10 人 3 人 13 人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

  年 2 期に分け講義及び実習を実施 

  授業計画 1 年次及び 2年次 1,000 時限、2 年次 950 時限、3年間 2,950 時限 

  1 年次は、共通教育として、航空機整備訓練コースと同じ教育内容としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

  講義科目は定期試験年 4 回（前期中間、前期期末、後期中間、後期期末） 

  を実施、定期試験の成績点の 80％及び平常点 20％の合計で総合評価する。 

  実技科目は、教科名又は教育内容の終了時に実技の修得状況を 5 段階評価する。 

  尚、専門科目は授業時数の 100％、一般科目は２/３以上の履修時数が必修。 
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卒業・進級の認定基準 

（概要） 

1. 履修すべき全学科の評定（評価２以上）が、各学期合格していること。 

2. 年 800 時限及び 3年間で 2400 時限以上履修していること。 

学修支援等 

（概要） 

自習学習用教室及び施設を開放している。また、家庭でも自学できるよう教育資

料を閲覧できるよう構築している。 

授業時数不足や評価が満たない場合は補習の追試験、再試験を実施している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

17 人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等） 

  航空運送事業、航空運航整備、航空機整備・修理、装備品製造・修理 

（就職指導内容） 

就職課が窓口となり、担任と連携して本人の意向を踏まえて、就職指導をしている。 

また、就職活動支援として、数多くの企業説明会を校内で開催、企業の概要及び求

める人材等を周知させている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二等航空運航整備士、航空無線通信士、航空特殊無線技士、 

危険物取扱主任者（乙 4類）、英検（二級、準二級） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  47 人 2 人  4.2％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学生サポート室と連携し、相談を細目にし、本人及び保護者との三者面談の

実施をしている。経済面では必要に応じ支援制度の相談を常時している。 
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①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
航空機整備科 

１年は共通、2-3 年専門コース 

（航空機整備訓練コース） 
〇 - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

昼間  

2950 単位時間／単位 

 

1464 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 

   

986 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

1 年次 66人 

2-3年次60人 
1 年次 18人 

2-3 年次 17 人 

１年生1人 

2 年生 0人 10 人 3 人 13 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 年２期に分け講義及び実習を実施 

 授業計画１年次及び２年次 1,000 時限、2年次 950 時限、3年間 2,950 時限 

 １年次は、共通教育として、二等航空運航整備士コースと同じ教育内容としている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義科目は定期試験年４回（前期中間、前期期末、後期中間、後期期末） 

を実施、定期試験の成績点の 80％及び平常点 20％の合計で総合評価する。 

実技科目は、教科名又は教科内容の終了時に実技の修得状況を 5段階評価する。 

尚、専門科目は授業時数の 100％、一般科目は 2/3 以上履修時数が必修。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

1. 履修すべき全学科の評定（評価２以上）が各学期合格していること。 

2. 年 800 時限及び３年間で 2400 時限以上履修していること。 

学修支援等 

（概要） 

自習学習用教室及び施設を開放している。また、家庭でも自学できるよう教育資

料を閲覧できるよう構築している。 

授業時数不足や評価が満たない場合は、補習の追試験、再試験を実施している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 5 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

4 人 

（  80％） 

0 人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

  航空機整備点検修理、装備品の部品製造・修理 
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（就職指導内容） 

就職課が窓口となり、担任と連携して本人の意向を踏まえて、就職指導をしている。 

また、就職活動支援として、数多くの企業説明会を校内で開催、企業の概要及び求

める人材等を周知させている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

整備経歴、英検（準二級、３級）、危険物取扱（乙 4類）、アーク溶接、粉じん及び

砥石取り替え特別教育修了。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  35 人 2 人  5.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学生サポート室と連携し、相談を細目にし、本人及び保護者との三者面談の

実施をしている。経済面では必要に応じ支援制度の相談を常時している。 
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①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 エアポートビジネス科 〇 - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 
 

昼間 
 

1950 単位時間／単位 

  

1365 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 
565 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 52 人 0 人 3 人 8 人 11 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 年２期に分け講義及び実習を実施 

 授業計画１年次 1,025 時限、2年次 925 時限、2年間 1,950 時限 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義科目は定期試験年４回（前期中間、前期期末、後期中間、後期期末） 

を実施、定期試験の成績点の 80％及び平常点 20％の合計で総合評価する。 

実技科目は、教科名又は教育内容の終了時に実技の修得状況を 5段階評価する。 

尚、全科目ごとに授業時数の 2/3 以上の履修時数が必修。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

1. 履修すべき全学科の評定（評価２以上）が各学期合格していること。 

2. 1 年次年 900 時限以上、2年次 800 時限以上及び 2年間で 1700 時限以上履修

していること 

学修支援等 

（概要） 

自習学習用教室及び施設を開放している。また、家庭でも自学できるよう教育資

料を閲覧できるよう構築している。 

授業時数不足や評価が満たない場合は、補習の追試験、再試験を実施している。 

 
 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
22 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

19 人 

（  86％） 

3 人 

（  14％） 

（主な就職、業界等） 

  グランドスタッフ、航空貨物取扱業務、空港セキュリティ、トラベルスタッフ 

（就職指導内容） 

就職課が窓口となり、担任と連携して本人の意向を踏まえて、就職指導をしている。 

また、就職活動支援として、数多くの企業説明会を校内で開催、企業の概要及び求め

る人材等を周知させている。 
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（主な学修成果（資格・検定等）） 

英検（二級、準二級）、航空特殊無線技士、国内旅程管理主任者、旅行地理検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  48 人 3 人  6.2％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学生サポート室と連携し、相談を細目にし、本人及び保護者との三者面談の

実施をしている。経済面では必要に応じ支援制度の相談を常時している。 

 

 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 空港エンジニア科 〇 - 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 
 

昼間 
 

1950 単位時間／単位 

1260 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 
690 単位

時間/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 65 人 0 人 4 人 0 人 4 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 年２期に分け講義及び実習を実施 

 授業計画１年次 1,025 時限、２年次 925 時限、2年間 1,950 時限 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

講義科目は定期試験年４回（前期中間、前期期末、後期中間、後期期末） 

を実施、定期試験の成績点の 80％及び平常点 20％の合計で総合評価する。 

実技科目は、教科名又は教科内容の終了時に実技の修得状況を 5段階評価する。 

尚、全科目ごとに授業時数の 2/3 以上の履修時数が必修。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１.履修すべき全学科の評定（評価２以上）が各学期合格していること。 

２．一年次年 900 時限以上、2 年次 800 時限以上及び 2 年間で 1700 時限以上履修し

ていること。 
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学修支援等 

（概要） 

自習学習用教室及び施設を開放している。また、家庭でも自学できるよう教育資料

を閲覧できるよう構築している。 

授業時数不足や評価が満たない場合は、補習の追試験、再試験を実施している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

24 人 

（  92.3％） 

2 人 

（  7.6％） 

（主な就職、業界等） 

  ランプハンドリング、エアカーゴ、航空機燃料給油 

（就職指導内容） 

就職課が窓口となり、担任と連携して本人の意向を踏まえて、就職指導をしている。 

また、就職活動支援として、数多くの企業説明会を校内で開催、企業の概要及び求

める人材等を周知させている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

英検（準二級、３級）、危険物取扱（乙 4類）、大型特殊運転免許 

国際航空貨物取扱士、特殊無線技士（航空・陸上） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  60 人 1 人  1.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学生サポート室と連携し、相談を細目にし、本人及び保護者との三者面談の

実施をしている。経済面では必要に応じ支援制度の相談を常時している。 
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②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

航空機整備科   100,000 円 774,000 円 437,000 円 
施設設備費、教科書教材費、制服・

実習着代、諸経費 

エアポート 

ビジネス科   
100,000 円 576,000 円 317,000 円 

施設設備費、教科書教材費、制服、

諸経費 

空港    
 エンジニア科 100,000 円 696,000 円 392,000 円 

施設設備費、教科書教材費、制服・

実習着代、諸経費 

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

下記就学支援は入学時のみ適用 

特別奨学金制度 経済的理由で進学が困難と認められる者で、進学目的がはっきりして

おり、本校学生として相応しいと認められる者を書類選考により免除（７名程度） 

特別奨学生 A…30 万円免除 

特別奨学生 B…20 万円免除 

 

試験特待生制度 本校独自の学力試験の結果により免除（10 名程度） 

試験特待生 A…40 万円 

試験特待生 B…30 万円 

試験特待生 C…20 万円 

試験特待生 D…10 万円 

 

資格特待生制度 入学時に本校基準資格を取得している者 

資格特待生 A…30 万円 

資格特待生 B…20 万円 

資格特待生 C…10 万円 

 

親族入学制度 入学希望者の両親、兄弟姉妹が東日本航空専門学校、東北電子専門学校、

東北保険医療専門学校のいずれかの卒業生か在校生の場合、5万円免除 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

・ホームページにて公表 

 https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/2019_evaluation_1.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

本学園は、設置する各学校が実施した自己評価の評価結果について、客観的・透明性

を高めると共に関係業界との連携協力による学校運営の改善を図るため、卒業生、業界

関係者等を委員とし評価を行う。委員会は、学科の教育目標、育成人材像、教育課程の

編成、キャリア教育、資格取得の指導性について重点的に評価する。その評価結果、今

後の改善等について取りまとめ広く公表する。教育活動その他学校運営の継続的な改善

を行い、学校教育の目的に沿った質の保証・向上を資するものとする。 

年度上旬に年１回開催する。 
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学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

学校法人日本コンピュータ学園   

卒業生 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 4年 3月 31 日 
卒業生 

日本通運株式会社 東北総代理支店 

次長 
平成 31 年 4月 1日～ 

令和 3 年 3月 31 日 
企業等委員 

株式会社パシフィック 係長 令和 2年 4月 1日～ 

令和 4年 3月 31 日 
企業等委員 

卒業生 

株式会社ジャムコ航空機整備事業部

教育訓練室 室長 

平成 31 年 4月 1日～ 

令和 3 年 3月 31 日 
企業等委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

・ホームページにて公表 

   https://www.ejair.ac.jp/cmn/pdf/2019_evaluation_2.pdf 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

・ホームページにて公表及び入学案内、募集要項 

https://www.ejair.ac.jp/ 

 

 

 


